2011年度　都市工学実験実習（環境都市工学科４年）
実験実習指導書　衛生工学


２．生物学的水質判定法（底生無脊椎動物による河川水質判定）
1． 目標

（１）Zelinka-Marvanのサプロビ値，インディケーター値を用いた水質判定法を習得する．
（２）実際に採集した生物で水質判定を行なうことで身近な河川の水環境を知り，また，底生無脊椎動物（水生昆虫など）が河川環境中でどのような役割を果たしているかを知り，我々人間と他の生物との関わりを理解する．

2． 器具及び試薬（器具フォルダ参照）

1 サーバーネット
2 コドラード（一辺0.5ｍのもの）

3 ホーローバット

4 ピンセット

5 0.1Nホルマリン溶液

6 採集ビン

7 水温計

8 気温計

9 流速測定器具一式

10 ルーペ

11 シャーレ

3． 方法

（１）準備

1 ホルマリン50mlを500mlメスフラスコにとり，全量が500mlとなるように精製水を加えて0.1Ｎホルマリン溶液を作り，採集ビンとは別のビンに入れておく.

（２）生物の採集（採集フォルダ参照）

1 採集地点の水温，気温，流速を測定する．

2 河川の瀬において，浮石が多い地点にコドラードを設置し，コドラードの後ろ（下流側）にサーバーネットを配置する.

3 設置したコドラードの枠に存在する浮石や砂利をめくり，それらに付着する生物をサーバーネットで捕獲する.

4 ①と②の作業を２回，つまり河床面積0.5㎡分の採集を行なう．
5 捕獲した生物の表面に付着した砂やゴミを，水を張ったホーローバットで洗い，採集ビンに入れて，ホルマリン溶液で固定し持ち帰る．
（３）生物の同定（同定フォルダ参照）

1 持ち帰ったビンから生物だけをホーローバットに入れ，その中に水を張る．

2 ルーペを用いて生物の種類を特定し，種類ごとに採集した数を求める．

2 指標生物表より，採集した生物のサプロビ値，インディケーター値を読み取る．

3 次式より各水質階級を算出する．

貧腐水性
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（４）終わり

1 同定後，生物を種類ごとにシャーレに並べ，デシケータ内で乾燥保存しておく．

4． 関連知識

（１）サプロビ値，インディケーター値

一つの種は，はっきり一つの汚濁階級だけに所属するといえない場合が多い.例えば，貧腐水性水域のみに出現するというような種は少なく，むしろ貧腐水性水域にもβ中腐水性水域にも出現するが，そのうち数値の大きい汚濁階級に最も多く出現するということである.そういうことも踏まえてZelinka-Marvan（１９６１）は経験に基づきサプロビ値なるものを与えた.サプロビ値は，ある種の指標性の重点がどの汚濁階級にあるかを表現するためのもので，サプロビ値が種々の階級に分散していればいるほど，その種の指標生物としての値は低く，反対に一つの階級に集中していれば指標生物としての値は高い.前者は広環境性の種であり，後者は狭環境性の種ということができる.この環境性を基に，Zelinka-Marvan（１９６１）はインディケーター値を設定した.インディケーター値は最高値を５，最低値を１として定めている.

しかし，Zelinka-Marvanはインディケーター値を求める基準については説明しておらず，御勢久右衛門（１９７８）はZelinka-Marvanがヨーロッパの種について試作したインディケーター値を考慮し（近似の種類は近似の生態的要求をもつからであるから），日本産の種について既往のデータ並びに野外調査での知識と経験に基づいて，インディケーター値の基準を作製した（表-１）．


表‐1　インディケーター値基準一覧


出現階級数


汚濁階級別


サプロビ値の最高値�
1�
2�
3�
4�
�
10.0-9.5　（10）�
5�
　�
　�
　�
�
9.4-8.5　（9）�
　�
4�
　�
　�
�
8.4-6.5　（8-7）�
　�
3�
3�
2�
�
6.4-4.5　（6-5）�
　�
2�
2�
1�
�
4.4-0.5　（4-1）�
　�
　�
1�
1�
�
　（サプロビ値が＋の場合は1階級とみなす）�
�
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